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　勤労者脊椎・脊髄・腰痛センターは近隣地域における脊椎疾患への専門的な知識と治療を中心に、
患者様中心の治療、教育や指導を行っていくことを目的としております。
　現在まで、脊椎治療の特別外来としての腰痛外来とメールによる相談室を開設し、治療ならび
に患者指導などの活動を行ってきました。
　平成１９年１月より、脊椎疾患に対するよりよい医療の提供と地域との連携を考え、脊椎専門診
として体制を整えていきたいと思います。皆様から御紹介された患者様はもとより、当院通院患
者様についても、保存的治療を中心に行っている場合には、地域の医療機関との親密な連携のも
とにさまざまな治療を提供し、手術的治療では術後の経過観察等を並行して行っていきたいとも
考えております。
　今後の活動方針としては

　　（１） 側湾症外来
　　（２） 腰痛外来の充実（慢性腰痛や難治例への対応）
　　（３） 脊椎疾患一般の治療の充実

を基本としていきます。脊椎外来として毎日担当医師が外来診療を行いますが、治療方針に統一
性が欠ける恐れがあります。そのため、担当医との連絡や指導を積極的に行い、脊椎・脊髄・腰
痛センターとしての治療方法を決定していきたいと思います。
　また、御紹介頂いた先生方の御意見がありましたら、御遠慮なくお申し出頂ければ幸いと存じます。

１，目的 
（１）お悩みのご相談

 　腰痛、腰下肢痛、下肢のしびれなどのために仕事や日常生活に大きな支障を感じている方のお悩みを
お伺いし、適切なアドバイスをいたします。また、現在治療中の方につきましても、お気軽にご相談下さい。

（２）診断、治療
　痛みの原因を追究し、どうすれば早く痛みを取り除けるかを、いろいろなケースを参考にし、お互
いに相談しながら解決していくように努めます。

（３）予防
　腰痛などを悪化させないようにアドバイスいたします。職場や日常生活動作での注意点を指導し、
必要に応じて職場の産業医と連携して改善策を相談します。

２，受診・ご相談方法
（１）診療時間　（完全予約制４人／日）
　　　毎週火曜日・木曜日・金曜日午後１：００～３：００

　受診を希望される方は、予め地域医療連携室へお電話頂き、ご予約をお取り下さい。その際、お名
前・生年月日・電話番号をお願いいたします。

（２）Ｅ-mailでのご相談
脊椎・脊髄・腰痛センターへのご質問、ご相談は、 関東労災病院宛Eメール 
info@kantoh.rofuku.go.jp をご利用ください。
表題を　『腰痛相談』　としてご送信くださるようお願いいたします。

勤労者脊椎・脊髄・
腰痛センターについて

関東労災病院脊椎・脊髄・腰痛センター　　整形外科部長　内　田　　　毅
予 約 受 付　地域医療連携室　ＴＥＬ ０４４－４３５－５０３１（直通）　ＦＡＸ ０４４－４３５－５０３０
予約受付時間　平日　８：３０～１７：００

　　整形外科部長　内　田　　　毅　
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●当院では世界最高水準の６４列マルチス
ライスCT（東芝社製Aquilion６４）を導
入いたしました。この装置は瞬時に細か
く６４断面（スライス）が同時に撮影でき
るマルチスライス技術を搭載しています。
従来のＣＴと比べ撮影時間の大幅な短縮
が可能となり最高レベルの検査が行えま
す。また最新の被曝軽減技術を搭載して
おり安心して検査を受けていただけます。

●検査予約センター

　ＴＥＬ 044－435－5042（直通）

　ＦＡＸ 044－435－5030

最新のマルチスライスＣＴで全身の
検査が行えます

東芝ヘリカルCTスキャナAquilion64（64断面）

肺がん・コロナル画像

胆嚢結石・コロナル画像

膝・コロナル画像

心臓を含む全身の撮影・診断を行なうことが可能です。
詳しい検査内容は当院の医師へご相談ください。

心臓・三次元画像 心臓・冠状動脈CPR画像 肺がん・HRCTアキシャル画像

動脈瘤・３Ｄ画像

頭部・アキシャル画像

広範囲撮影・
コロナル画像

ASOステント
留置後MIP画像

解離性大動脈瘤・
３Ｄ画像
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ブリッジとは・・・（橋）：医療機関との橋渡し、患者様と医療機関との橋渡しという意味。

日本人女性の癌の罹患率はすでに胃癌を抜いて乳癌がトップになっています。
当院では平成１５年４月１日より乳腺専門の外来を開設しております。乳癌の疑
いや心配のある方、乳癌検診希望の方、他院で乳癌の診断を受けられた方のセカ
ンドオピニオン、乳癌術後の検査、その他の乳腺の外科的疾患、腫瘍や化膿・炎
症などについても診察・ご相談に応じます。

１．診療日時・・・・・毎週　月・金曜日　午後２時～４時（要予約）

２．診療場所・・・・・２号棟１階　外科外来

３．予約受付・・・・・予約センター　０４４－４３５－５０４１（直通）
予約の問い合わせは８：１５～１７：００にお電話ください。関東労災病院の診察券をお持ちの方は診察番

号をお知らせください。初診の方は、名前、生年月日、電話番号をお尋ねします。
　　※川崎市の検診をされる場合は、あらかじめ受付の際にお尋ねください。

４．診察日当日の受付
初診の方は、一番窓口で初診受付を行い、カルテをお持ちになり外科外来にお越しください。予約時
間前に２号棟１階内科となりの外科外来にお越しください。

５．診察方法等について
問診受付を済ませ看護師より乳腺に関しての、質問紙にご記入され、医師からの問診があります。

�
触診　診察台にて左右の乳房および腋のリンパの触診を行います。

�
超音波　診察台にて左右の乳房を超音波にて診察します。
ご希望があれば、画像を医師と一緒に見ることができます。

�
マンモグラフィー左右の乳房を挟んで撮影するレントゲンです。生理前の乳房は、張っていることが
多いのでこの検査を行うと痛みが強いと思われます。あらかじめ生理前を避け、マンモグラフィーを行
うと身体的苦痛が少なくてすみます。必要に応じて針生検・ＣＴ・ＭＲＩ→医師の判断にて行います。
※最近は新聞等で発表されているように、マンモグラフィーまで行う検診が的確とされております。患
者様のご希望に添えるように、マンモグラフィーを即日現像し、ご説明できるように心がけておりま
す。しかし予約患者様の人数等で皆様に即日現像できない可能性もありますので、ご了承ください。

 ６．結　　果
　　針生検などの結果は１週間以内にわかります。

乳 腺 外 来

地域医療連携室をご利用下さい。

�電話・ＦＡＸによる紹介患者様の受診予約や事前受付
�開放病床利用における医師登録手続き、入院申し込みに関する問い合わせ
�検査（ＣＴ・ＭＲ・頸動脈エコー・ＡＢＩフォルム・小児脳波）に関する予約・問い合わせ
　（検査予約センター　044－435－5042）
�栄養相談に関する予約・問い合わせ
�セカンドオピニオン外来についての予約・問い合わせ
�女性専門外来・腰痛専門外来・乳腺外来・禁煙外来に関する予約・問い合わせ
�その他患者様に関する情報やお返事が滞っている場合等お気軽にご相談下さい。

ＴＥＬ 044－435－5031（直通）　ＦＡＸ 044－435－5030

（ ）


